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内 容 梗 概

万狛i封こおける高囲ビルディングほ,次軌こ規模か人きくなる-一一九 空気く調和装置など近代的付苗設備も完

備され,その消費電~力も急激に増大する仙証｣にある､

したか/つて,その受電設備ほますます大群量となr),特ル受電のものが多くなるとともに,機船および制御

装掛こは高い信敵性,安刊､′lミか■要求され また小数の人出で確実に運転できるほれ 機旨昔の占有両税なども制

約される(､

これらを満足させるためには 系統の構成を最適なものとすることはもちろん,変比器, 断器などの不燃

化,メタ′しクラット配電醸あるいほスイッチキユーピク′しの適用,保護および監礼制御装古畳の完t臥･予備電源

としてi-｣励式ディーゼル発電機の設F毘などはビルに適応したものとする必要がある(ノ

=､ヒ製附好は総合メーカーとしノて,ビ′しの仝電気および機械設階を合理的に計画し,_卜.記要求にマッチした

製ポーを多数納人し牒客の要当封二二たえているが,本文ほ故沌のこれら設備の概要と帆領こついて述べている.｣

】.緒

都市のビルディングほ次至削こ人規模なものとなる-リノ,空歳.胴l!

択,エレベータ,齢排水設備,消火製潤｣通信機などの付持説備

も完備され,その記九腔掛lli:はユ激に増人する傾い吊こある､

Lたがって,その受電ぷ備ほせすます大容≠二となり,停電すれは

ビルの機能は帖止し その及ぼす影響がきわめで人きいので,予備

電源を設ける-一一~九機才こ‡および制御了徽こは,~高し､信頼性と安全牲

が要求される..また,少数の人廿~亡確実に運転できるほれ 建築上

のf肌1!か､ら,床痢積および~l;■ffさなども制約される

これらの要求を満足させるためにほ,系統の村引必よもち/丁)ん〟)こ

と,変日諸手および 断黙の不燃化,メタルタラッド配電盤あるいは

スイッチキユーピクルの適川,保護装間および制御装′;柁の完腑.デ

ィーゼル発電機の識雄l壬など,ビルに適応したものとすることが必要

であるL..

汁立製作所は,総(トメーカーとして,ビルの合電~気およJこ､機楓設

備を合理的に計画し-,上記要求にマッチLた製品を多数納入し,顧

客の一変望にこたえているので,以■卜最ユ庄のこれら.設備の概要に一~)い

2.1受 電

2.受電および配電

方 式

ビルの受′慮回路ほ,その言建備終晶二ぉよび仲川l-]的,ならびに電力

会杵の給電計画と立地条件に応し∴ もっとも適予■1で,かつ紹漬的で

あるよう決定されるが,受電電圧ほ次の3稽ほ頼こ大別することがで

きる〔J

3または6kV受電

20または30kV受電

60kVまたほそれ以上で一受電

大都市においてほ,ビルの受変電設備を局外に設けることはほと

んど不可能で,ビルの地~F室に変電所を設け, 力会社の変 所あ

るいほ隣接ビルの受電室より,ケープ′しにて引込むのが一汗適であ

る(｡

力会社の∴次変電r獅こ近接している場れ あるいほ小容:畝設備

の場斜こは,6kVまたほそれ以~卜の配電線によ牛受電することが

*l卜l〃勘炬所国分_1二場

ホ*【lお製作所l【､ン'.~ト場
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弟1区l′芝 ノノ 式

/回線

清**

平行2回線

ルーブ回線

予備回線

できるが,-･般に1,000kVA以†二の作一量となれは 2t)kVあるいほ

それ以.卜の斗守満帆受電となる1.

また･受電カ としてほ,第1図にシJミすとおり,1回線受電と2州

線受電とに大別されるが,後-;削こはルーブ式,-~研削=1線式,並子帥1

緑式などがある､.二のうら異系統2j■凋射受電の日掛回練ノノ式が同･

系統2回線受電のルーブまたほ平行式に比し,送魔の安定怖から望

ましいれ 負荷控～度の高し､都心舶こ電力会社の変電所を多数設ける

ことは困難であるから,都心のビルディングなど近距離に竺料~卜した

負荷4～5筐l所を一甲位として,ループ回練を形成し 電すること

が合理的なので,柑高圧ループ式一受電が多くな/-ている..

拍高圧受`電q)場rT,:1三変性酪にエリ 3kV よたは6kVにい一,た

ん降匪t.一 冷凍機j一書=引1ミ′電動機などに給電t_,カイニわらにI酌明細~三
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は)/回線受電 (J)?回頒受電

(J)変圧景/ハンク

(ど)2回線受電

(ど)変圧芸2バンク｣･.く上 ∴一~二;.(′)変三景2ハンク山上

第2匡lビル受電回路の機器配置

練達絡油断墓な

γ㌔苧■
〟 一拙

〝

J√)全配電株ガ切榔鮎妄榊る rJJ

り)伊根建絡返断景あり

軍一度り戊

鼠且
ぽ 鮎嘉椚幣

酢の配電採卵横断路畳を扇す5

.砂ル〝～t押J〝号電

(どJ田娘退路速断畳あり

二雲母綿

第4図 ビ バ 内 配 電 ん-Å

器により低托に降圧するのが普通であるが,特高虻から直接400V

などに降圧することもある このヰ変什器｢次電托ほ,芥機器の経

済的見地より検討さかる.

また二_盲三変圧器ほ.全設備容巌が1,り00kVA程度以卜の場飢こほ､

榊1台で給電するのがイJ`利であるが,その容量が増大するにしたか

一_､て冷房負荷のように季節的に大きく変動する場合,およびヤ備白くJ

な考慮から,2′ミンク以上に分割し･て,効♯よく運常するなと1j′し

紆扶況にはして,故過の容量と合数を選碇する必要がある･

受電し呵路の機器配琵勤ま第2図のように分数さかる.ノ ニのうち2L叫

線送 よ(C)のように,･受電2回線にそれぞれ遮断器

を設けることが望ましい また_変圧据 一次側ほ(f)のように斧バン

ソニ上に 断絹なぉ汗ば,変圧轟l勺郁｣矧時の選≠ 断おエび負荷剛

閉が仕息に行えるので,故ヰJ腱央でぁるか,i設備費かかさむの-~く1＼

変圧器励磁電流の開閉かできる断路器を健闘することにより(e)の
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ように簡略化することが多くなった｡し

たがって弟2図小,(b)と(e)の組合せ,

あるいほ(c)とre)の組合せが多く採川

されている(

第3図甘東海銀行本店納受電設騰の系

統l到で,(b)と(e)の組合せとなノ,てい

る､

2.2 配 電 方 式

配電方式は第4図にホすように†笹･･村

税と二重母線とに人別されるし いずれも

吋線 よに憮∵♂器断
一-,て分類さか

るが,二盛付縦の場一斜こほ､さらに全配

電線が母線切換断路器をf】一するか杏かに

エ/-てl)く二別される､ノ

2台以_L二の変配船を並列またほ交互に

干満器として運転するなど,運川.l二の日

再度をうるため,および予備 源への切

伴え操作を簡略化するため,母線連絡用

遮断器を設けることが推奨されるL

また第4図(C)､(e)のように∴重母

線を採川すれは.系統の切伴えなど広範

な運用ができるれド上線切伴えを行う回

繚ほ∴ ~できるたけ少な-二し,系統を簡

化することが望まL.い

2.3 配 電 電 圧

ビル内の高圧配電線ほ互長か短_く∴ 電

佗降下および変動率､あるいほ配電損失などが問題になることは少

ないので,配電電旺ほ三iミとして変圧器,電動棟,閉鎖形配電盤およ

び電~ノ｣ケーブ′しの価格かド)､3kVとすることが多い塊状1あるっ

しかし 6k＼/･受電の場｢㌻には,.設帖費〝)点から,変比器を特別に設

こ十るニとを 6kV配電とすることがイ川｣な場合が多い′

-ノム j紘近42〔り242V配電方式か人きくとりあげられている｡低

H｣･り路は,′電灯宜とLての従来の100/200V甲柚3線式に比し,

420/242V3糾4線式は鉢1罷で約15に,動力川としては従_来の200V

:i柏3線式に比し,420V ㌃机3練式は銅結で的場に減少する`

3kV 用の価格な1拙鳥として電動機個確度比較しでんると､弟

1表のとおりとなり.2t)りⅤ川と4t)()Ⅴ=ほl･りし∴亡,40()Ⅴ川と

ニュkV=｣を比較･･上る上75kW以▲トノニ,は41)UVが右一利~こナある.これに

通用する開閉装置の価額は3kVおよび6kV川ほ抽入 断器を,

▲1川1V桐は電磁開閉器を使用するものとして比較すれは弟5図のよ
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第1表

｣侶力 50kW

動機価馳 の 比較(ア占〕

75klV

托 り二)8極,閉鎖通風利の磯僑痩豆す

･.､2)3kV何の佃婚頸を100%としてホ十

150kⅥ･'

乃- /J汐

電重力磯容量 (ル′′1

3kV用を100%と1_た場合

第5憐†電動機f~仰開閉器具の仙紬曲縛

備 ふ

200kTl･'

うになる｡.ノしたがって電動機が75kW以卜の場和こほ,420/242V

方式を採用するのが有利となる一 Lかし.母線電流牢是,遮断

断容昂二, パケープルの､ト法および樺慰まなど,給付軸こ設備

と維持費を比較して,系統の構成ならびに回路電虻を決めなけれほ

ならない｡第る図ほ東北 力会館納皮 設備の系統図で,1,000lくVA

変圧縛二次側は420/242Vの3柑4･線式配電方式とな一)ている

′レ用としてほ牛割こ不燃性,安全性,r.!~i有面積の縮小,および据付け

の禅易なことに重点をおいて希機器を選定し,これを閉鎖ヲ診配電盤

に収納することが推奨されるし 第3表ほビルの特高受電用機器を例

示したもので,エ要機掛ま完全にイこ燃化されているし また閉鎖形配

電塵に収納することにより.据付け保!一手が牢易で,坂根いが安全と

第2衣 受変電設備主因路器具の佐敷

遮断器
変作詩

不燃抽入

Bトー

う乾 式
lト:

｢
ヒ
一空車特二

デソ
サ

ブ

ン

i汁器用変圧縛

ソト~形:′

r矧嘩不燃叫不鮒人
乾 式

-~し

往:ビ′L∵用としては類別(B■Iが望ましい

第3表

転~盲盲1~~
抽 入

不燃亜人

プッシング形:∴モーート~■彬

t20kヽ･■r以卜

よ ぴ
-~ナ 備 電 源 ,設

澗汚Ⅵ材錯〃/汐〟汐′招特高ユ電閉よりJ山一ルJ♂′)J戸∫〝

低圧メタルクラ･ソト配電盤

富圧メタルクラッド配電盤･

摘槻-〝J一〟パ)

､､･.･二､さ

(1佃回路ヽ)
-ご､

(点灯♂一ガ一勝〟仇

叩
∩
∀

通
信
所
動
力
ル

.L

･

･･.シ､･､

(冷)東棟)

スイリチ土ユーヒクル

.タ階変電宣へ
(劇場,ホテル用電灯斬乃)

ナつ

〈420′′242ヽr配一温方式の実施例ノ

第6区l東北電力会館納受電設備の単線接続図

なるばかりでなく,_1二

れる利点がある｡

期間が短縮され,総合的な建設費も低減さ

3.1不燃変圧器

ビル用としては,火災の危順のない不燃 虻器が推奨される､｢1

､上製作所でほ,ヒタフネソ変圧器,日立H種絶縁乾式変圧器などす
ぐれた特惟を有する不燃変圧器を開発し,各方面に多数使用されて

いるが,それぞれのおもな特

(1)ヒタフネソ変圧線(1)

は下記のとおりである｡

本変圧器ほ,絶縁仙として,仁l立~不燃油ヒタフネソ2号Aを使

用し,また変比器柄㍊にも特別の考慮を払い.ビル梢とLてド記

のような特長がある

(a)不燃性である

rb)-･般の変上~一三器用如こ比べて,誘電率が約2倍の4.2と人き

∴ 絶縁耐力ほ10kV以上高く 58へ70kV/25mmとなっている

ので,合理的な絶縁設計ができ,′卜杉化し.ている｢

(C)ヒタフネン2号Aは憶化安定惟が強いので.変圧器の寿

命を長く保つことができる〔

(`d)変比器ほ良好な密閉構造となノ1ているので,保守,点検

が祥易である′_ またその構造ほ内圧変動を 十り.3kg/cm2以下に

保つようにな･､てぃるか,ノケ･異常上昇した場合の保安装閻を完

僻している

第7図は中部電力新名.蓼,▲撞火ソj発電所に納入l_たヒタソネン変

化君をホし.ビルのスイーソナキユーピクルと並設し,母線箱で連結

J~るなど.閉鎖構 としてコンパクトに設撰することができる｡

特 高

形 式

大阪富_Lじ､′L

東】毎奴行本店

30kV

l
r

′トーノ式【ABB岳f▲Bぐ100PA

予備回線式

ABB:空気遮断器

MBB:磁気遮断器

BBA

i● ･､

定 格

24k＼･Y

600A

l,000MVA

1 36kV

hしン150-1'Al600A
11,500MVA

S.Cub.;H挿軋式

S･Cub･r比穐乾式

MCS:メタ八■クラソド配電盤

S.Cub∴ スイ
ーソヰー車上⊥--ヒ′ク′し
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主 変 圧 器

Ⅰ)Al-CQ

DAlr3CQ

i､

1,200`kVA 3

20′′3.3kヽ';

3¢
1

2,000kVA12

△ノ■△iM上主B ≡BMA-15rMA

定 格

7.2kV

l,000A

600A

150MVA

7.2kV

△△.MB上ミ;BM-15C-MA1 6(氾A

150MVA

MCS

S.Cub.
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第7図 小郡電力所名一蔓--犀火力発橘所納ヒタフネン変圧器

(賀長歪警ヲ讐笥蒜基讐真弓2竺i8讐音.荒馬忌も6㌫%/3.｡5kV±略)
第8岡 関西電力堂島変電所納口立H種絶縁乾式変圧器

(2)乾式変虻器(2-

シリコンワニス佐川のH種絶縁乾式変圧灘ほ,次のような特長

があり,ビル川として広く採用されている｡

(a)2000Cの高温に耐え,火災のおそれがなく,耐湿性およ

び耐♯品恍を竜一し,信煩度が高く,寿命も長い.

(.b､)州の炉過などする必要がないので,保±i'f,点検が容場で

ある.｡

(c)変虻 l'1身,小形,軽量となり,高さが低くなるので,

キユーピクル内蔵に適L,据付けも群易である｡

しかし,乾式変圧船は仙人に比べ,衝撃電圧に対する強度が低

い ‖打撃比1.2へ1.5程度)が,ビルでほケーブル受電がほとんど

で,外需のおそれが少ないので,黒川上さしつかえほない∴ また

開閉サージ侵入のおそれがある場合にも,避雷揺を使用すること

によi)安全に運転できる｡策8図ほ乾式ウ糾二王器の一例を示す｡

3.2 空気遮断器(3)り-と特高庄キューピクルr5)

20kV以上のビル特高1受電卜Jl路川 断諾≠としては, 断性能 -
､カ

く,iltlを使用しノないこと,傭且 点検の谷易なことから,撞内川空

気遮断器が多く採用され,弟9図のように柑高圧キユーピクノLにコ

ンパクトに収納されるし)

斬時のアーク時間は約0.5～の餌時間で,接点の机耗ほきわ弟

て少なく,また並列厩扶の作用により,いかなる電流の

ても,イj-肖な異常電圧を発生しないようになっているL.

弟4表に日立屋内用空気 斬器の標準定硲を示す｡

断に際し

傭
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第4表 F-=小山札旧空気遮断器標準定格

24kヽ'600Al,000MVA

第9図

二の空

PliCR-100形 PA式空気遮断器内蔵)

巨テレビ河神町協奏所納特高_仁キユーピクル

ヌ＼

第10図 特高腔キュービクル断面

断線をほじめ断路器など,jiいl路器具を収納した特-i■‡i

妊キユーピクルはJEM-1114,D故に相当し1､つぎのような持長が

友)る

(1)付軌 空気遮断葺軋 断路器など,二i二要部はすべて接地金属

隔壁で【ズニ両分離され,故障がほかの機器に波及しないよう厳利こ

保護されている｡

(､2)搬入に便利なよう, 断轟室と断路需克服別々に分冊でき

る構造となっている(弟10図.)⊂ノ

(3) 斬器室とびらほ, 断器室内 萄卯比電無に仝完が

閃くことができる(Lう,インターロ､ソクされている｡

(4)`空
′ ご

､■

含のみ

断現と断路船の開聞据作ほ,いか凍る甥拾鴇誅闇′ド

のないようインターロックされる｡

(.5)空気 断器開閉時の騒音を防ぐため,防音構芯とし,消=洋

宅の内壁および 器室とびらの内面にほ,合成樹脂系の特殊吸

洋柑を取付けてあるから,吸音効･米が大きく,耐久性も高い｡
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第5表 [l五政宗遮断器標準定格

BMA-25B

BMM-25B

BMA-35

BMM-35

BMA-50

1iMM-50

BM-25B

BM-35

BM-50

250

500

7.2

7.2

形の説明:BMM:遮断器を昇降させ断路部の人切操作を行うもの

BMA:遮断器を同定し,断路部を昇降Lて斬路榔の人抑射乍を行

うもの

BM:据置形

数!㌻は遮断捧呈を示す

一方,断路器はキユーピクル内蔵形となっており,他力銀接触と

し,がい子にはすべて多ひだ形を採用している｡電動または手動三

極同時操作であるが,ループ系統のケーブル接続の点検に便利なよ

う単極切替手動 ことのできるものも納入している｡

またJEC〉125で,23kVおよび34.5kVの撞外用断路箸別ま,4A

以下の励磁電流を幽閉できることになっているが,ビル用としては

キユーピルクに内蔵される閥係上,スペースおよび対アーク闘離が

制約されるので,目立 作所では特別の消弧装侶付として,_ヒ記以

上の電流も安全に切ることができるようになっている｡､主変圧掛･

次側の 断線を省略する場介,この励磁電流開閉可能な断路裾が採

用されている｡

3.3 高低圧閉鎖形配電盤と遮断器

3.3.1高 圧 用

ビル用主変圧器二次高圧回路は,甘位閉鎖配電魔に収納するこ

とが推奨される｡この高圧閉鎖形配電髄ほ,そのしゃへい,およ

び鎖鎚の程度,あるいほ安全の重要度と設備 の段階に応じ ス

イッチキユーピクルとメタルクラッド配電盤とに分けられ,ビル

川としては,高圧加竃部分がすべてしゃへいされ, 断器を容易

に引出すことのできるメタルクラッド配電盤が多く採用される｡

弟11図は富士テレビ河川町浜

示す｡

所納のメタルクラッド配電健を
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Ll,000kV∧.61くヽ･'ノノ′420-242V 3√14W〕

須12図 ~東北電力会離納牒圧メタルクラッド

配電億および三村変圧祇

雛6表l卜､ヒニリ川川▲紺t‖二1‖-遮断汁:圭の定楢

3DCB-25

3DCB-50

31)Cfト75

25∫000

50,000

75.000

これらに内蔵される日立磁
∠丁ニ

ー

■ 断線く6-は小

瞬時引はずし

40-､ 600

200～1,600

2,000～3,000

流から大 流にや

る~まで,広い範囲にわたって高いしゃだん性能をもち,接触子の

損傷もきわめて少なく,アークシュートには特殊のジルコン磁船

を使用し,高湿巾における

貪磁気 を格定準

断性能もすぐれている｡弟5表に‖

示す〔〕

3.3.2 低圧用メタルクラッド配電盤(7)

ビルの低圧配電系統が大浮島化するにしたがい,低圧大線量,

蕗軌能気中

容基:五日†

断綽の要求が高まり,これにこたえて廿立引‖形大

断器(8)が開発され,主として低虻メタルタラッド配竃

盤に取付け,パワーセンタとして最近のビル川に多く採川されて

いる｡弟12図は東北電力会館納の低圧メタルクラッド靴電轍

で,3DCB-50形気中 断器は,2～3段に立体的に収納され,

リフトを用いで水平に引田すことができ,据付面積が桁′トされて

いるく-..

童た, していなければ,引f11しまたはそう入でき

ないようにするはか,l二1動 断したときほ拙作機構をロックし,

故障車l線をあやまって投入しないよう,完全なインターロ､ソクを

そなえている｡

-一一カデッドフロントで行ユニットごとに律切りをぷけてあるの

で,躁作ほ安仝で,万･の事故に対してその拡大を防_【Lしてい

る｡

弟d表ほl-t_拙封‖形･気申 断需の標準足柄を′Jミすし〕

ム 予備電源設備

ビルが仝伸電すれほ,その機能ほ樟止し, 務などに友障なきた

すばかりでなく,混乱を引き起すおそれがあるので,ビル仇荷の

うち,非常用照明,エレベータ,消火装償および通信機などの電源

ほ,買電仲竃時にも健保されなければならない｡このた紆一円肘電湘

として,通常ディーゼルエンジン駆動の交流発電機が設粧されるし,

4.】ディーゼル発電機

日立 作所で最近納入したもの,および製作小のディーゼル発電

機を弟7表に示す｡

ビル川ディーゼル発電機として,特に考慮すべき点ほつぎのとお
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第7表 ビル予備電源用ディーゼル発電機(100kVA以上)

納 入 先

本行鋭∴東

科 学 技 術

店
庁

大阪富 士 ビ/し

安田生 命 ビ ′し

朝日新聞名古屋ピ/し

日立製作所武蔵工場

大阪耗維会館

天理教愛知分散会

墨東地 区 病院

安宅産業本杜ビル

日本興業銀行本店

日本興業銀行仙台支店

東京目:立 病院

日産火災海上ビル

日昭電気京ビル

電 圧

(Ⅴ)

3,300

3,300

3,300

420

3,300

3,150

6,600 900

3,300凡600r 900

3,300 1,000

6,600｢1,500
3,3001750

6,600 1l,500

200
.1,500

420/245 ■1,500

3,150
:1,500

周波数l台
(へノ)〔数

<U

O

6

5

50 ≒1

60 ㌻1

60ill白

50:1i
50:11自

㌢1l自1!自
5011

5011

50jl

臓 考

励

勅

肋

励

肋

よ
∵
式

式
式

白励式才一一タブ′しすl之

入

第13図 科学技術庁納623kVAディーゼル発電機

りである｢-

(1)買電停電時,すみやかに自動起動し.確実に発電できるこ

とり

(2)年間を通じて 口数ほきわめて少ないので,保守がでせ

るだけ簡単であること｡.

(3)騒音,振動を極力少なくすること｡

(4)負荷には照明のほか各穐動力用誘導電動機があるので,デ

ィーゼル発電機の牢量決定には,誘導電動機の起動容量を十分考

慮すること｡.

(5)ビルの地下室に設置されることが多いので,搬入力法を考

慮すると同時に,できるだけ据付両横を小さくすることし

自励ディーゼル発電機は,以上の点を満足しているので,最近の

ビル用ディーゼル発 機は,大部分自助式になっている(葬7表)｡

自励式発電機(9)の特長は,復巻特性を持っているので,急激な負

荷変動に際しても瞬時 圧降下が少なく,かつ回復時間が短い,励

磁機がないので保守,取扱いが簡便で,据付面積が小さくてすむこ

となどがあげられる｡

舞13図ほ科学技術庁納の625kVAディーゼル発

況を示す｡

機の据付け状

ビルは騒音,振動を極端にきらうので,ディーゼルエンジン発電

機を防振ベット上に据付けたものが多い｡また最近はディーゼルエ

ソジンが高速化する傾向にあり,625kVA,1,500rpmのものも作

られている｡ディーゼル発電機ほ大部分開放形であるが,大形高

槻では,騒音減少の上から閉鎖通風形が採用される傾向にある｡

備 特 集 号
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第8表 科学技術け納ディーゼル発電機の保護装置

種 別

｢l'､ディーゼル発竃機せ急停止す
●

-
､

3二:警報のみを行うもの

故 障 内 稗(儲具番号)

しa.＼;週

1dl冷

l`ト､過

月三 し59~I

(87G)

下(二63Q〕

水(69W)

軸 渋 滞 (′48〉

速 度 (12,

1二g■)エンジン手動停1L操作 (5H)

1(h二)非常停止操作(5E)
流 (51)

地(64V:〉

(a)冷却水温度上昇(26W)

(b〕燃 料 油 面 低 下(33Q〕

(c)操作空気圧力低下(63A)

第14岡 村学技術庁納ディーゼル発電機用発電機館

および自動起動盤(右側)と自励装置 r左側)

4･2 ディーゼル発電機制御装置

丁イーゼルエンジンの 動■方式には,虻縮空気起動とセ′レモータ

起動とがあり,ril容量機以上では圧力25･､30kg/cm2の圧縮空気に

よるものが多い｡自動起動を行うものほ,常時,空気圧力を規定値

に保つよう圧縮機を日動 転し,冷却水および燃料油も規定量を確

保するなど,確実に起動できる状態に保つようにしておく｡したが

って停電Lてから,発電機
断器投入までの時間は,

発電機容量,起動方式,タイマーの喀窟などによって多少果なるが,

約30～40秒である⊂

自励ディーゼル発電機梢制御装置の一一例として,弟14図に科学

接術庁納の発電機盤,日動 動リレー盤および自助装荷を示す｡第

15図はその単線接続図および配管系統l羽である｡

この発電機の制御ほ,常用電仰の停電による自動起動と発電機の

近くに設けた発電機髄または.中央の監視健からの一一人制御とに切

梓えられるようになっている√

またディーゼル発電機の故障ほ,篭気的と機械的とに区別される

れ エンジンを急停止させるもの,発電機を無負荷運転するもの,

および警報のみ盈行うものとあり,故障は現場の発電機盤および中

央監視盤の双カに表示される｡.これらの保護内容ほ弟8表のとおり

■である｡′

---▲方,発電機は自助式となっており,無負荷励磁電流は発電機端

子よf)直線リアクトルを通して得られ,負荷を加えた時の発電機端

子電圧降下の補償は,各相に接続された可飽和変流器により行うも

ので,これをベクトル的に加えて発電機を励磁し.負荷のいかんに
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フ= 壬起軌空気弁
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第15図

､ -
-

押水

軍巷驚圧巻

髄祁■｣アクタ

界砲巻線

金属整流葛

可飽和変流民

連綿リアクタ

脛ギヤ不:

折ノ巳槽

科学技術11二納ディ

‥＼､･､ノ･

都府捕りβ′-ノ紗)

新㍑鋤ル形～

躍ク勿

･一七′｣発一FE機甲線搾純一判二および配管系統区l

(左より受電盤,高圧貯蔵盤,低圧配電盤,発電機盤およぴェしべ【タ監視盤1

第16†冥l如北竜~り会餅納集中既視制御機

かかわらず,常にほは-･定の端子電圧を保一~J二とができるL 全負荷

投入また の電圧変動率は最大6鳥.回復時間ほ5～6へノであ

るり また無仇荷から令負荷普での喀定電虹変動率ほ士二2_管以内でせ

′ニ)√･

5.監視制御装置

ビル用受変電設備にほ,集rt~1監視制御盤を設けて.分散配置され

ている全設備町運転状況を確突こはあくし､合押的な制御を行う上

うにしている

ビル絹としては.監触の禅易な締′J､形ベンチボードが推奨され,

これほ斜I郎および前面底壷焼漸層快に闘1調できるので,保守,点傾
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がきわめて簡使である｡.

第1る図は東北電力会館納の監視憶を

示すし予備 源川ディーゼル発電機もこ

の中央監視盤から監視制御を行ってお

り,このほか最近ほエレベータ監視怨も

併設される協同にある｡エレベータ監視

健でほ 源用電動発′電機の監視制御,ケ

ージの位置

い,一目で

示および通信連絡などを行

転状況を監視できるし

これら監視敵上に取付けられる器具粗

は,集中監視制御に適したものが選定さ

れるが,たとえば,積算電力計として,

小形のカウンターのみを監

テレメータ式に

るいは印字式積算

_ヒヨ_.迅▲

力記録

盤に取付け

示するか,あ

卜を設けて保

守を容易にするなど,計測装置にも考慮

が払われている｡

また状態および故障表示装置も完備し

て,運転状況および故障を適確にはあく

するようにしているし､なお短時間の間に続発した故障のうち,どれ

が最初に発生したかを判別できるランプ式故障表示方式(特許申請

小)を採用することによっていっそう故障 なる｡

･万,電力系統の故障に対しては,充電電流および零相
圧を加

味し,ケーブル送電線用に適応した接地保護用KHOV形パイPツ

トワイヤリレーI10)が,また

止装世を備えたKYT形

保護に万全を期し.ているし

圧器の保護にほⅩ一KYT形誤動作防

d.緯

差動電流継電器(11)が開発され,

言

以上,最近のビル用受電設備と予備電源設備の概要と傾向につき

がた これらの設備はビルのマン㌧モス化と高度化により,ます

ます大容量となり,各機器および制御装掛こ(心､っそう安全と信頼

性が要求される｡今後ますます研究を ね,これに適応した設備の

開発に努め,需要家の要望にこたえたいと考えている｡′

1
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3

4

5

6

7
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